
代
表
質
問

防
災
に
つ
い
て

問»›

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
の
際
、
長

期
間
の
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
避
難
所
と
な

る
公
共
施
設
の
停
電
時
の
対
策
・
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答»›

総
務
部
長　
山
武
地
区
の
避
難
所
と

な
る「
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館
」へ
の
発
電
施
設

設
置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
７
月
に
は
、
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
と「
災
害
時
に
お
け
る
停
電

復
旧
の
連
携
等
に
関
す
る
基
本
協
定
」を
締
結

し
、
電
源
車
の
重
要
施
設
へ
の
配
備
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

問»›

停
電
は
、
風
倒
木
に
よ
っ
て
電
線
・

電
柱
を
損
壊
し
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
の
風
倒
木
対
策
を
伺
い

ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長　

主
要
イ
ン
フ
ラ

沿
い
の
森
林
整
備
の
た
め
、
県
か
ら
交
付
さ
れ

る「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
補
助
金
」を

活
用
し
た
樹
木
の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問»›

令
和
元
年
10
月
25
日
に
発
生
し
た

豪
雨
に
よ
る
作
田
川
の
越
水
は
、
床
下
・
床
上

浸
水
や
、
日
向
小
学
校
お
よ
び
日
向
幼
稚
園
の

孤
立
な
ど
、
市
民
の
生
命
と
財
産
に
大
き
な
不

安
を
与
え
ま
し
た
が
、
現
在
の
治
水
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答»›

建
設
環
境
部
長　
県
に
よ
り
、
作
田

川
改
修
事
業
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
河
道
掘
削
や
源
川
調
節
池

の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
等
も
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
度
に
は
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ
る

取
組
を
推
進
す
る
た
め
の「
作
田
川
水
系
流
域

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
策
定
さ
れ
た
と
、
県

よ
り
聞
い
て
い
ま
す
。

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

問»›

令
和
２
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た『
成

田
空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る「
実
施

プ
ラ
ン
」概
要
版
』に
は
、
雇
用
が
空
港
内
外

で
６
万
４
０
０
０
人
増
加
し
、
空
港
周
辺
９
市

町
で
約
９
万
２
０
０
０
人
の
人
口
押
し
上
げ

効
果
が
あ
る
と
あ
り
ま
す
。

　

人
口
増
へ
の
絶
好
の
機
会
だ
と
考
え
ま
す

が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

市
長　

成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機

能
強
化
は
、
移
住
定
住
や
雇
用
の
場
が
増
え
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
に
成
田
国
際
空
港
㈱
が
実

施
し
た
調
査
で
は
、
本
市
在
住
の
空
港
内
従
業

員
数
は
６
３
０
人
で
、
こ
れ
は
本
市
の
生
産
年

齢
人
口
の
約
２
％
に
あ
た
り
、
空
港
周
辺
９
市

町
の
中
で
一
番
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
共
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
状
況
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
今
後
の
公
共
交
通

の
充
実
を
図
る
う
え
で
は
、
近
隣
市
町
と
の
連

携
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
目
標
と
す
る「
中
学
校
卒
業
時
に
英
語

検
定
３
級
以
上
を
取
得
し
て
い
る
生
徒
の
割

合
50
％
」ま
で
、あ
と
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
、
将
来
、
成
田
空
港
関
連
企
業
に

就
職
す
る
こ
と
は
、
定
住
促
進
に
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
戦
略
的
な
農
業
構
想
や
民
間
事

業
者
の
参
入
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
た
成
田
空
港
周
辺
地
域
に
お
け
る
国
家
戦

略
特
区
、
圏
央
道
千
葉
県
区
間
の
全
線
開
通
、

（
仮
称
）
山
武
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
建
設
な
ど

は
、
す
べ
て
人
口
減
対
策
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
山
武
市
の

ブ
ラ
ン
ド
力
で
あ
り
、
国
際
環
境
認
証
ブ
ル
ー

フ
ラ
ッ
グ
を
取
得
し
た
本
須
賀
海
岸
を
は
じ

め
と
し
た
き
れ
い
な
海
岸
線
、
お
い
し
い
野
菜

や
果
物
、
緑
豊
か
な
森
林
な
ど
の
大
自
然
は
本

市
の
宝
で
あ
り
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
内
で
い
ち
早
く
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
宣
言
を
し
た
本
市
と
し
て
は
、
脱
炭
素
に
関

す
る
施
策
を
推
進
し
、
未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を

い
ち
早
く
形
に
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
、
そ
れ
が
一

番
の
人
口
減
対
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

電
子
地
域
通
貨
に
つ
い
て

問»›

地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民
の
利

便
性
向
上
の
た
め
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や

割
引
券
に
加
え
て
、
電
子
地
域
通
貨（
市
内
で

使
え
る
電
子
マ
ネ
ー
）の
導
入
を
提
案
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た「
健

康
ポ
イ
ン
ト
」を
電
子
地
域
通
貨
へ
ポ
イ
ン
ト

付
与
す
る
こ
と
や
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
公

園
・
海
岸
の
環
境
美
化
活
動
に
対
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
、
高
齢
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
や
ス
マ
ホ
教
室
参
加
に
対

す
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
市
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
観
光
客
誘
致
へ
向
け
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
期
限
付
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
に
よ
る

交
流
人
口
の
創
出
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用

方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
市
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

答»›　
産
業
振
興
部
長　

地
域
で
お
金
を

使
い
、
そ
の
お
金
が
地
域
を
循
環
す
る
電
子
地

域
通
貨
の
流
通
は
、
お
金
の
地
産
地
消
の
仕
組

み
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
、
消
費
者
の
双
方
に
も
た
ら
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
担
う
通
貨
と
し
て
有
効
に
活
用

さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
、
先
進
自
治
体
の
事

例
等
を
参
考
に
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

公明党 長
は

谷
せ

部
べ

竜
りゅう

作
さく

議員
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関
連
質
問

福
祉
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

問»›

個
別
避
難
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す
。

答»›

総
務
部
長　
内
閣
府
が
示
す
条
件
に

沿
っ
て
作
成
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

個
別
避
難
計
画
作
成
該
当
者
を
把
握
し
た
中
で
、

危
険
箇
所
に
居
住
し
、
垂
直
避
難
が
困
難
で
あ

る
方
を
絞
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

問»›

要
支
援
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

に
あ
た
り
、自
主
防
災
組
織
を
持
つ
地
区
を
モ

デ
ル
に
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答»›

総
務
部
長　
地
域
内
の
連
携
が
良
好

で
、
か
つ
災
害
危
険
度
の
高
い
地
区
を
優
先
的

に
、個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
、そ
の
後
、市
内

全
体
へ
普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

問»›

福
祉
避
難
所
開
設
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

総
務
部
長　

一
般
避
難
者
と
の
避

難
生
活
が
困
難
な
方
に
は
、
隔
離
さ
れ
た
避
難

ス
ペ
ー
ス
を
準
備
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問»›　
国
道
１
２
６
号
線
の
す
ぎ
の
や
前

交
差
点
工
事
の
概
要
な
ら
び
に
津
辺
交
差
点

ま
で
の
歩
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答»›

建
設
環
境
部
長　

工
事
延
長
は
１

８
５
メ
ー
ト
ル
、
国
道
へ
の
右
折
レ
ー
ン
設
置

や
一
部
歩
道
の
整
備
な
ど
を
行
う
改
良
工
事

で
、
工
期
は
、
本
年
12
月
25
日
ま
で
の
予
定
で

あ
る
と
、
県
よ
り
聞
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、用
地
買
収
等
が
順
調
に
進
め
ば
、津
辺

交
差
点
の
改
良
事
業
に
着
手
し
、そ
の
後
、国
道

の
歩
道
整
備
の
手
順
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問»›

成
東
総
合
運
動
公
園
北
側
の
交
差

点
と
、
こ
の
路
線
と
草
深
交
差
点
か
ら
国
道
に

向
か
う
路
線
と
の
交
差
点
部
分
の
交
通
安
全

対
策
を
伺
い
ま
す
。

答»›
建
設
環
境
部
長　

運
動
公
園
北
側

の
交
差
点
は
、
学
校
通
学
路
で
も
あ
り
、
横
断

歩
道
を
設
置
し
ま
し
た
。
も
う
一
方
の
交
差
点

は
、
千
葉
県
警
と
信
号
機
設
置
の
協
議
を
行
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
運
転
者
へ
注

意
を
促
す
た
め
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
即

効
性
の
あ
る
効
果
的
な
対
策
を
、
両
交
差
点
に

お
い
て
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

問»›

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
罹
患

者
等
に
配
慮
し
た
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

市
長　
市
長
へ
の
手
紙
で
も
、
同
様

の
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
内
公
共
施
設
へ
の
設
置

に
向
け
、
速
や
か
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
情
報
の
周
知
に
つ
い
て

問»›

国
土
交
通
省
な
ど
の
防
災
情
報
サ

イ
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
広
報
誌
に
掲
載
す
る

こ
と
で
、
よ
り
広
く
周
知
を
図
る
べ
き
と
提
案

し
ま
す
が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

総
務
部
長　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
防
災
情
報
サ
イ
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
情
報
を
よ
り
取
得
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

広
報
誌
へ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
掲
載
に
つ
い
て
、
早

急
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

避
難
所
運
営
に
つ
い
て

問»›

外
国
人
避
難
者
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
に
お
け
る「
言
葉
の

壁
」解
消
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›
総
務
部
長　

市
の
特
性
や
規
模
に

応
じ
た
外
国
人
へ
の
情

報
伝
達
要
領
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
農
業
経
営
支
援
事
業
に
つ
い
て

問»›

新
規
就
農
者
支
援
と
は
、
新
規
就
農

者
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
、
市
・
県
・
山
武
郡

市
農
業
協
同
組
合
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
相
談

体
制
を
強
化
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長　

普
及
指
導
員
の

い
る
千
葉
県
山
武
農
業
事
務
所
お
よ
び
山
武

郡
市
農
業
協
同
組
合
と
の
連
携
は
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
７
月
に
は
、
三
者
で
の
意
見
交
換
会
議

を
開
催
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
お
よ
び
人

材
の
呼
び
込
み
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
ね
こ
活
動
に
つ
い
て

問»›

こ
の
活
動
は
、
人
と
飼
い
主
の
い
な

い
猫
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
方
法

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市
民
へ
の
啓
発

や
情
報
提
供
、
支
援
等
の
今
後
の
構
想
に
つ
い

て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

建
設
環
境
部
長　

飼
い
主
の
い
な

い
猫
を「
地
域
ね
こ
」と
し
て
取
り
扱
う
場
合
、

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
餌
や
ふ
ん
尿
の

管
理
、
不
妊
去
勢
の
徹
底
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
等
の
条
件
が
あ
り
、
現
状
と
し
て
は
、
非

常
に
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ふ
ん
尿
被
害
等
で
困
っ
て
い
る
市

民
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ね
こ
活

動
に
関
す
る
先
進
事
例
等
を
調
査
研
究
し
、
課

題
解
決
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

公明党 市
いち

川
かわ

陽
よう

子
こ

議員

公明党 深
ふか

沢
ざわ

誠
まこと

議員
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